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「水島の観光の可能性」を考える 
                         除本理史（大阪公立大学教授） 

 
 2023 年度みずしま滞在型環境学習コンソーシアム活動交流会において、筆者と当ゼミ生
から「水島の観光の可能性」に関する話題提供をさせていただいた。内容は当日の
PowerPoint資料をご参照いただきたいが、今回お話する機会を与えていただいた経緯は次
の通りである。 
 大阪市立大学／大阪公立大学・除本ゼミ（環境政策論ゼミ）は、2022 年度、みずしま滞
在型環境学習コンソーシアムが採択された観光庁事業と連携する形で、活動を行ってきた。
2022年 9月 11～12日の 2日間、コンソーシアムに受け入れていただき、水島でゼミ合宿
を行うことができた。2日目には、まちづくりに取り組む人たちとワークショップを開催し、
観光案内板の設置場所 8か所を選定した。それを受けて 2022年度後期には、学生・院生が
観光案内板の説明文案の執筆や写真の選定を行った。 
 2023 年度には、2 名の学生が水島をテーマに卒業論文を執筆した。今回、参加させてい
ただいた寺坂舜星君は『水島の「困難な過去」と観光政策――水俣と比較しながら倉敷市の
役割を考える』というタイトルで卒論を書き、活動交流会でそのエッセンス（結論部分）を
報告させていただいた。 
 水島の経験してきた「困難な過去」は、教育や観光まちづくりの資源として活かせる十分
なポテンシャルをもっている。当ゼミも継続的に足を運び、学ばせていただきたい。 
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